
ア ル コ ー ル 不 安 定 乳 発 生 へ の 対 応  

： 長 野 県 飯 田 家 保  常 田 将 宏  

 

 管 内 A 農 家 に て ア ル コ ー ル 不 安 定 乳 発 生 。 関 係 機 関

と 原 因 調 査 。 搾 乳 牛 4 6 頭 中 1 6 頭 の 個 体 乳 に て ア ル コ

ー ル 検 査 陽 性 。 生 乳 中 の 体 細 胞 数 及 び 細 菌 検 査 の 結

果 、 乳 房 炎 罹 患 の 有 無 と は 関 係 な し 。 代 謝 プ ロ フ ァ イ

ル テ ス ト に て H C T 及 び B U N の 低 値 以 外 は 概 ね 正 常 。 バ

ル ク 乳 成 分 は M U N が 低 値 の ほ か 、 発 生 前 の 乳 蛋 白 が 低

値 。 飼 料 中 の T D N 、 C P 不 足 と 推 察 。 給 与 飼 料 は 農 家 提

供 の コ ー ン サ イ レ ー ジ を 中 心 に 飼 料 会 社 が T M R を 調 整

し て 給 与 。 飼 料 計 算 上 T D N 、 C P は 概 ね 充 足 し て い た こ

と か ら 、 T M R 中 コ ー ン サ イ レ ー ジ の 変 敗 を 疑 う 。 そ の

後 、 コ ー ン サ イ レ ー ジ を 飼 料 会 社 提 供 の 乾 草 に 変 更 。

数 日 で ア ル コ ー ル 検 査 陰 性 と な っ た 。 ア ル コ ー ル 不 安

定 乳 は バ ル ク 全 体 が 集 乳 不 可 と な り 、 経 済 的 被 害 が 大

き い 。 長 年 散 発 的 に 被 害 が あ る 一 方 、 発 生 前 の 兆 候 が

つ か み に く く 、 知 見 は 非 常 に 少 な い 。 さ ら な る 調 査 に

よ る 知 見 の 積 み 上 げ が 今 後 の 被 害 低 減 に は 重 要 で あ

る 。  


